
資産を増やす！なら

絶対に知っておくべき
「債券投資」　

※債権投資信託は注意

債券とは何か

債券の基本的な定義と役割

債券は企業や国が資金調達のために発行する借金
の一種である。

債券の購入者は貸し手となり、固定利率の利息
を受け取る権利を持つ。

株式は企業の所有権を表し、株主は経営者の立
場で利益の分配を受けるが、債券は借金の返済
優先権がある。

債券と株式のリスクとリターンの違い

債券は固定利率で利息が支払われ、破綻時には株主
より優先的に返済される。

株式は配当や株価上昇による利益が期待できる
が、破綻時には価値がほぼゼロになるリスクが
高い。

債券はリスクが低い代わりにリターンも限定的
で、株式はリスクが高いがアップサイドも大き
い。

債券の発行体の種類と信用リスク

国債は最も信用力が高く、一般的に安全資産と
される。

企業債（社債）は企業が発行し、信用力に応じ
て利率が変動する。

地方自治体や特殊法人も債券を発行するが、破
綻リスクが存在するため注意が必要。

債券の優先順位と返済の仕組み

破綻時には債券者が最優先で返済を受け、株主
は残余財産があれば還元される。

債券は固定利率で利息が支払われるが、会社の
業績により利率が変わることはない。

債券の返済優先順位が高い分、リスクは低いが
リターンも限定される。

債券の種類と特徴

利付債の特徴と利息支払いの仕組み

利付債は半年ごとに固定利率の利息（クーポ
ン）が支払われる。

元本は満期時に一括返済され、利息は定期的に
受け取ることができる。

利息を再投資しないと投資効率が下がるため、
再投資戦略が重要となる。

割引債の特徴と価格形成

割引債は利息支払いがなく、額面よりも割安な価格
で購入できる。

満期時に額面金額で償還され、価格差が利回り
となる。

利息が価格に含まれているため、保有中に利息を受
け取る必要がなく手間がかからない。

割引債の流通状況と国債・社債の違い

割引債は主に国債で流通しており、社債ではほ
とんど見られない。

一部ヘッジファンドなどが割引債の形態で社債
を取引することもあるが一般的ではない。

投資家は割引債の価格変動を利用したキャピタ
ルゲインを狙うことができる。

クーポン部分と元本部分の分離取引の仕組み

アメリカ国債などでは、利付債のクーポン部分
と元本部分を分離して取引することがある。

クーポン部分は利息収入を目的とし、元本部分
は割引債として価格変動を狙う。

この分離取引により投資家は自分のニーズに合
わせた投資戦略を選択できる。

債券の価格変動リスクと利回りの関
係

債券価格と利率の逆相関関係

債券の利率が下がると債権価格は上昇し、利率
が上がると価格は下落する。

この価格変動は残存期間に比例し、長期債ほど
価格変動リスクが大きい。

例えば、10年債の利率が2%下がると価格は約
20%上昇するが、1年債では約2%の変動にとど
まる。

債券の残存期間（デュレーション）とリスクの関係

残存期間が長い債券は金利変動の影響を大きく
受けるため、価格変動リスクが高い。

短期債は価格変動が小さく安定しているが、利
回りも低い傾向がある。

投資家はリスク許容度に応じて適切な残存期間
の債券を選択する必要がある。

市場ショック時の債権価格の動き

リーマンショックやコロナショックなどの金融危機
時には長期国債の価格が大きく変動する。

安全資産としての国債は価格が上昇し、利回り
は低下する傾向がある。

逆に企業債は信用リスクの増大で価格が下落
し、利回りが上昇することが多い。

債券価格変動リスクの理解とリバランスの重要
性

債券の価格変動リスクを理解し、株式とのリバ
ランスを適切に行うことが資産運用の鍵とな
る。

金利変動局面では債券の価格が大きく動くた
め、タイミングを見て売買を行う戦略が有効。

債券はキャッシュの代替としてイールドを稼ぎ
つつ、リスク分散の役割を果たす。

債券投資の実務と

商品選択のポイント

債券ETFの種類と特徴

債券ETFには満期まで保有するタイプと、満期
を迎えずに常に一定期間の債権を保有し続ける
タイプがある。

後者は満期が短縮されず、常に一定の期間の債券をロー
ルオーバーするため、価格変動リスクが継続する。

投資家は自分の運用目的に合ったETFを選ぶ必
要があり、満期保有型のETFが長期投資に適し
ている。

債権投資信託の選択肢と注意点

日本国内でも割引債を中心とした投資信託が存
在し、低コストで分散投資が可能。

投資信託の売買時にはスプレッドや手数料が高
い場合があり、コスト面に注意が必要。

投資信託の運用実績や流動性を確認し、信頼で
きる商品を選ぶことが重要。

債券取引における手数料とスプレッドの現状

国内証券会社での債券取引はスプレッドが大き
く、実質的なコストが高い場合が多い。

取引量が少ない市場ではスプレッドが広がりや
すく、投資効率が低下する。

投資家は取引コストを考慮し、取引頻度や取引先を
慎重に選ぶ必要がある。

債券投資の目的とリスク管理

債券投資は主にキャッシュの代替として安定的
な利回りを得ることを目的とする。

信用リスクや金利リスクを理解し、分散投資や
リバランスを通じてリスクを抑えることが重
要。

債券は株式と異なり、破綻時の優先順位が高い
が、信用力の低い債券は価値が大幅に下落する
リスクがある。

債券格付けの仕組みとその限界

格付け機関の役割と収益構造

格付け機関は債券の信用力を評価し、投資家に
情報を提供する役割を持つ。

収益は情報を購入するベンダーや発行体からの
料金で成り立っているため、中立性に限界があ
る。

格付けは参考情報として活用すべきで、過信は
禁物である。

格付けの信用力とリスクの関係

高格付け（AAAやAAなど）は信用力が高く、
破綻リスクが低いとされる。

格付けが低い債券は高利回りを提供するが、デ
フォルトリスクが高い。

格付けの境界線（例：BBB以上が投資適格債）
で資金流入や流出が大きく変わるため注意が必
要。

格付けの不合理な例と市場の反応

アメリカ国債と大企業の債券が同じ格付けにな
るなど、実態と乖離した評価も存在する。

格下げ時には株式が売られ、国債が買われるなど市場
の動きが逆転することもある。

格付けはあくまで一つの指標であり、市場参加
者は独自のリスク判断を行う必要がある。

格付けの限界と投資家の注意点

格付けは発行体からの報酬に依存しており、完
全に中立的とは言えない。

格付けの変動は投資判断の一要素に過ぎず、債
券の条項や市場環境も考慮すべき。

投資家は格付けだけでなく、債券の条件や発行
体の財務状況を総合的に評価することが重要。


